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関
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柑

くしの号発
人

市

るめ約1誌の積額

つ
市
税

〈場苦渋丹〉事識字護持子誌から2
ヵ持以内に「法人事i宅説申告書Jを
廷出L納入事
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法

九

事

民

韓

民

推

伐
溺
を
併
用
制
民
然
活
を
築
く
た

め
に
も
み
な
さ
ん
一
人
…
人
が

仙
別
総
に
ご
協
力
く
だ
き
る
よ
う

お
ね
が
い
し
ま
す
。

今
回
同
川
、
金
制
民
税
世
守
的
指
胤
防

相
制
緩
に
と
も
な
い
、
中
山
伐
採
と

附
闘
縫
い
資
産
税
約
し
く
み
を
簡
単

に
ま
と
め
て
み
ま

L
た。

事
告
粉
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関
係
同
M
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20日から各地区別に開催

住
民
税
・
引
的
偏
枠
組
制
・
事
業
相
悦

等
の
串
ι

雷
同
同
、
…
…
γ

一
月
十
七
討
か

ら
絡
ま
り
ま
す
e

中
市
川
同
、
こ
れ
h

い
と
も
な
い
山
中

管
制
制
柑
械
を
二
月
二
十
円
悶
か
・
句
、

各
地
阪
ご
と
に
巡
闘
捕
し
て
行
な

い
ま
す
a

〈出府中犠〉

出
叩
血
可
燃
僚
が
返
づ
き
ま
す
と

富
市
抽
出
所
持
慾
ね
が
券
常
に
混
雑

し
ま
?
の
で
、
ぜ
ひ
絞
寄
り
の

相続日韓表住民税申

(2) 

料
控
除
・
扶
養
鋭
徐
織
を
ど
を

記
入
の
う
え
由
・
俊
さ
れ
る
よ
う

お
緩
い
し
ま
す
。

。
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
控

除
玄
関
明
書

@
叫
韓
議
控
除

輔
世
帯
常
・
拙
問
時
間
曜
百
再
議
開
骨
骨
嘗

@
緩
療
臨
質
校
時
開

出
燃
師
時
へ
の
支
払
部
品
開
明
察

品
帯
数
合
後
険
制
竹
崎
慌
時
開

同
開
録
制
慌
e

倒
閣
総
年
金
お
よ
び

幾
議
議
席
十
余
に
つ
い
て
は
、

級
品
和
総
十
九
学
ゃ
に
受
払
っ

た
鋭
校
綴
金
島
ら
か
む
釣
棚
府

議
し
て
く
だ
き
い
。

。
致
命
後
総
務
後
脇
陣

支
払
笠
間
明
世
留
ま
た
は
滋
綴

品
相
小
説
機
企
業
共
済
世
守
秘
金
授

料開

最
寄
ち
の
会
場
で

ご
者
議
く
だ
さ
い

会
場
を
却
特
尽
の
う
え
、
国
T
n
討に

申
告
し
て
く
だ
き
い
。

V
申
告
制
制
緩

一
一
月
十
七
尽
か
ら
江
戸
丹
十
五

日
ま
で
。

開
制
緩
後
的
期
h
H
T
す
と
帥
制
緩

に
も
い
ろ
い
ろ
と
線
開
擦
が
ゑ
と

ま
す
の
令
、
必
ず
綴
際
的
に
山
中

修
し
て
く
だ
薄
い
。

ve矧
晶
闘
機
在
岨
梶
山
田
し
な
け
れ
ば

訟
ら
な
い
人

昭
和
讃
十
字
d

月
…

g
蕊
夜

本
市
に
臨
相
往
し
、
前
年
〈
緩
和

問
十
九
年
)
中
に
所
得
丹
あ
っ

た
人
(
た
だ
し
所
得
が
一
三
駒

の
勤
務
先
か
ら
給
与
所
得
だ
け

で
毎
月
内
給
与
か
ら
幾
何
民
総
を

天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た

は
所
得
税
的
確
定
取
脅
畿
を
税

務
努
に
織
的
菩
れ
た
方
に
つ
い

て
は
、
出
叩
ιmw
的
必
壌
は
あ
り
ま

せ
λ
。)
山
中
恥
有
線
を
篠
山
刷
ず
る
時
付
時
伸
、

由
ム
吋
惜
憾
の
手
引
患
を
よ
〈
後
ん

で
記
入
し
て
〈
だ
奇
い
e

本
年
度
内
市
血
同
欝
的
手
引
き

(
泌
氏
的
方
向
州
市
)
に
住
所
会

氏
名
曲
生
年
月
日
・
生
命
保
険

V
厳
格
輔
の
と
車
線
絡
す
る
も
の

O
e郎
総

。
殺
人
物
制
判
的
関
係
総
綿
時
〈
機

縁
紛
得
者
、
不
動
燦
所
持
品
剥
は

由
主
口
惜
胃
袋
綴
的
明
綿
密
記
入
の

た
め
)

。
必
閣
官
総
務
の
わ
か
る
畿
銀

小
規
総
企
業
共
済
事
業
震
に

支
払
っ
た
第
一
議
共
済
契
約

的
後
金
お
よ
び
心
身
嫁
努
者

扶
養
共
位
制
約
液
に
も
と
ず
く

支
払
い
金
の
統
明
幾

W
燥
機
械
入
か
ら
幾
し
渋
か
れ

る
娘
料
開
総
酬
明
機

。
水
制
刑
災
憎
瞥
械
問
符
蹴
問
後
脇
陣

品
内
情
例
制
閉
会
的
統
間
判
勢

@
臨
牒
稔
朗
自
動
市
平

市
平
検
ま
た
は
納
税
滋
総
勢

@
太
地
改
良
帥
肌
輔
締
役
脇
陣

土
地
改
良
区
的
統
明
、
た
だ

し
手
掛
H
沼
土
地
改
良
区
に
つ

い
て
は
持
参
不
用

@
小
作
科
技
除

地
主
へ
の
小
作
料
支
払
い
銀

級世帯

@
燥
機
具
町
一
緒
挫
除

時
叶
移
府
市
に
バ
イ
ン
ダ
ー
-
間
関

柑
槻
機
蹴
帯
内
線
入
を
し
た
人
は

鰍
購
入
総
物
線
〈
柑
附
附
帆
綾
川

そ
の
後
〈
わ
し
く
は
、
市
中
間
内

総
線
へ
お
総
合
せ
く
だ
き
い
。

記
帳
は
節
税
の
第
一
歩

線
引
嶋
市
中
州
ぼ
惜
慨
を
滋
撃
な
が
ら
、

河
州
戦
線
を
つ
け
て
お
け
ば
よ
か

っ
た
な
あ
i

j

L

と
、
燃
や
ん

で
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
。

拙
即
緩
め
務
一
仲
容
は
‘
な
ん
と

い
っ
て
も
資
料
の
然
存

i
記
緩

か
ら
ぞ
す
。

ー
印
判
入
金
制
酬
は
だ
い
た
い
わ

か
る
が
、
仕
入
・
経
費
は
ど
う

だ
つ
た
け
L

と
い
う
町
で
は
、

正
し
い
出
抑
制
慌
は
と
て
も
で
き
ま

せ
ん
し
、
卒
業
の
姿
も
つ
か
ん

で
い
な
い
こ
と
に
な

q
ま
す
か

ら
‘
開
明
口
口
か
ら
め
絞
殺
も
お
ぼ

つ
か
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
抱

こ
の
よ
う
な
状
緩
か
ら
、
命
院

も
錨
ナ
〈
級
協
吋
印
刷
す
た
め
に
、
嚇
悶

品
問
中
後
に
よ
る
然
倒
械
を
お
す
す

め

L
ま
す
n

榔
持
品
口
市
中
出
口
を
し
ま
す
と
、
地
問

所
得
税
の
申
告

静3月10日以後i土非常にi昆縫しますのでなるべく総援に申告告L
てく t!~ I，.)~ 

串
ム
口
舎
の
様
式
が
変
更
に
な

号
、
複
写
式
申
告
用
紙
を
使
用

し
ま
す
の
で
、
申
告
書
が
同
封

さ
れ
て
い
る
方
は
、
必

rそ
の

市
中
品
開
替
を
使
用
し
て
く
だ
普
い
。

ザ
前
規
持
制
蜘
〈
仲
凶
宅
奴
得
控
除
・

医
療
後
援
敷
金
ど
)
的
遼
仙
川
を

受
け
る
た
め
の
出
足
刊
は
、
…
…
月

中
本
経
ご
ろ
ま
で
に
ゆ
俊
を
し
て

下
普
い
号

出
申
僚
が
お
く
れ
ま
す
と
滋
付

金
の
交
付
帆
い
が
滋
れ
る
務
合
が

み
り
ま
す
u

品
w
土
柏
崎
争
議
品
開
告
発
っ
た
と
串

の
抽
開
神
融
緩
骨
骨
の
由
申
告
は

イ
、
緩
和
後
十
九
年
・
中
に
土
地

や
建
物
を
ど
を
売
っ
た
方
は

譲
渡
弘
同
担
貯
の
確
定
申
告
書
を

提
出
し
、
約
創
出
し
て
下
さ
い
。

ロ
‘
続
波
紋
一
止
に
よ
り
、
一
日
殺

と
分
離
悼
議
後
獄
中
申
告
警
が

一
一
絞
殺
と
な
り
ま
し
た
や

液
凝
時
間
制
時
の
お
っ
た
ぢ
は
、

分
離
概
銀
総
緩
め
宗
務
淡
を
抽
出

関
市
す
る
ニ
と
に
な
う
ま
す
の

鉱
山
叩
恥
問
機
隊
や
槻
時
弘
時
一
専
従
務
給

与
、
州
開
後
炎
的
時
開
絡
し
と
掛
特
例
舵

し
な
ど
削
間
十
燃
は
ど
め
緑
地
ハ
が

受
け
ら
れ
‘
後
会
総
で
裁
合
に

符
叫
刊
に
な
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、
今
年
か
あ
り
資
急
車
舎

を
始
め
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま

す。
今
年
か
ら
青
色
申
告
を
始
め

る
人
は
、
コ
一
月
十
五
日
ま
で
に

「
青
色
申
告
承
認
申
請
欝
ミ
(

用
紙
は
税
務
醐
習
に
£
り
ま
す
。
)

を
税
務
署
に
後
山
摘
し
て
〈
だ
き

年
判
中
淡
に
新
し
く
感
殺
を

附
附
品
川
し
た
人
同
M
.

問
問
終
的
段
か

ら
一
一
ヵ
阿
円
以
内
に
山
中
綿
制
す
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
ゑ

際
線
的
つ
け
カ
や
決
統
的
仕

方
が
分
ら
な
い
と
き
は
、
総
務

警
に
青
色
申
告
内
務
線
や
相
相
談

を
専
門
忙
し
て
い
る
総
当
者
が

い
ま
す
的
で
、
い
つ
で
も
気
経

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

(
松
戸
税
務
筈
)

で
、
必
ず
暗
躍
め
て
か
ら
提
出

す
る
よ
う
お
緩
い
し
ま
す
。

②
総
与
殺
の
事
後
は

贈
与
制
鴨
川
同
‘
側
関
人
か
ら
間
関

十
万
悶
を
こ
え
る
脳
陣
緩
め
叫
財

務
を
も
ら
っ
た
入
、
ま
た
、

三
年
以
内
に
出
門
と
人
か
ら
品
一

年
以
上
一
一
十
万
附
門
を
こ
え
る
た
と
え
ば
、
次
的
よ
う
な
方

制
問
機
内
時
制
緩
を
も
ら
っ
た
人
で
す
。

は
、
一
…
十
万
附
門
を
ニ
え
る
蹴
掛

mw補
問
泉
徴
収
き
れ
た
利
子
e

飢

餓
を
合
計
し
て
、
制
轍
μ

争
後
紺
制
点
一
ブ
線
付
制
科
な
ど
の
収
入
が
少

を
計
算
す
る
こ
と
に
守
っ
て
な
く
て
、
し
か
も
、
そ
の
他
の

い
ま
す
。
ニ
れ
を
ぷ
閉
鎖
議
続
得
も
あ
ま
守
多
く
な
い
方

税

恥

と

い

い

ま

す

。

②

サ

ラ

リ

ー

マ

ン

的

方

で

‘

犠

こ
の
よ
ヲ
な
人
ば
、
総
与
後
往
時
ヤ
筏
一
療
費
控
品
開
・
住
宅

税
の
申
告
書
を
二
月
一

E
か
取
得
控
除
な
ど
を
受
け
る
こ
と

ら
三
月
十
五
百
ま
で
に
申
告
が
で
き
る
方
。

し
て
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
③
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
、
年

ま

せ

ん

。

の

や

途

で

用

期

間

叫

し

、

そ

の

後

就

そ
の
他
お
わ
か
り
に
な
ら
な
殺
し
な
か
っ
た
た
め
年
米
湘
剛
被

い
方
は
、
税
務
努
で
常
務
申
胤
胞
を
品
丸
山
り
な
か
っ
た
カ
紗

相
側
線
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
め
@
予
{
波
紋
後
告
し
て
い
る
心
力
で

で
、
お
れ
絡
に
お
尋
ね
下
さ
い
。
4

相T
m
w
b
中
途
勺
桝
崎
勝
惜
し
た
な
い
と
削

除
一
一
付
制
例
制
時
制
官
後
た
的
、
年
後
献
酬
が
予
後
納
税
制
問

勺

よ

り

も

少

な

く

な

っ

た

ガ

。

確
定
申
告
をす
れ
ば

税
金
が
も
ど
る
方

テレビ放問くらしと税金j
女フジテレビ (8チャンネル)
毎週土曜日 7:15~7:30
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関節脅年館 t耳綴、下ヶFヨ
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5 8線 本、輩、奪、緑
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7 B ~量

幸喜{葺 上的綴f毒1二

108ぬ 車禁議をt塁線

l1H詰j Lない者

121l潟

136 (持

14日樹

15日榊

2F.1の続税需争
午後13:館-16:部;

納税相談車巡回

争前書:30-12:00

部定護産韓の第4嬉分です

今月め出銭徴収i土、次のとおり行ない

ますめてがご利用くださ"0
税の初談はおう1¥事をに

おとうさんのj塁機会
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(3) 

春
の
火
災

一一月一一

務
的
火
災
予
防
附
叫
粧
品
開

畿
内
火
災
予
拘
開
明
蝿
動
が
二
回
月

二
十
八
お
か
ら
一
一
一
月
十
万
一
日
ま

む
会
機
一
斉
に
行
な
わ
れ
ま
す
む

こ
の
運
動
は
大
火
の
お
ニ
り

や
す
い
学
紛
を
迎
え
て
、
中
市
臨
ん

の
方
々
に
火
災
予
附
則
的
知
識
安

潟
め
て
い
た
だ
き
、
火
災
と
そ

れ
に
よ
る
兇
傷
者
的
発
金
を
未

然
に
時
間
十
ニ
と
を
路
約
と
し
て

い
ま
す
。

W

亨
緩
点
際
機

mw
わ
が
家
的
渦
獄
後
点
検

ア
家
後
で
話
し
合
い
、
器
時
務

方
法
を
決
定
し
ま
し
ょ
う
。

イ
老
人
・
子
供
・
病
弱
者
な

ど
的
陵
商
技
場
所
を
得
点
検

し
ま
し
ょ
う
e

②
タ
パ
コ
的
投
捻
て
、
務
タ
パ

コ
は
絶
対
や
め
ま
し
ょ
う
。

八
島
か
も

。
制
片
山
山
や
寝
る
前
に
は
・
究
の
厄

を
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

③
市
例
陪
開
・
旅
館
・
市
柏
舗
な
ど
は

耐
油
会
な
遊
縁
体
制
制
を
確
立
し

ま
し
ょ
、
フ
。

⑤
察
側
附
お
よ
び
絡
協
灯
火
災
を
時
間

止
し
ま
し
ょ
う
。

V
期
間
中
的
行
事
予
定

。
二
月
一
一
十
八
日

か
T
A部
七
時
吋
に
械
情
勝
者
、
滋
花

支
所
、
お
依
支
局
お
よ
ぴ
各
分

間
仰
で
…
斉
に
サ
イ
レ
ン
、
串
T
捕織

の
吹
柚
崎
、
作
日
時
怖
を
行
な
い
ま
す
。

。
一
二
時
月
…
お

ι
地
検
物
品
開
滋
療
機
内
査
拘
棋
を

行
な
い
ま
す
へ
市
内
閣
官
所
〉

。
一
ぷ
月
一
一
u
H

抽
出
時
間
判
明
同
月
'
開
削
問
問
に
よ
る
紡

火
叙
伝
火
人
官
(
骨
骨
件
也
統
的
削
i
公

民
餓
〕
を
行
な
い
ま
す
e

通
算
単
品
払
肝
〈
消
地
融
制
)
年
金
紛

5仏 2.1草

描
湘
掛
持
内
対
象
と
な
る
の
は
、

公
約
年
金
縦
波
に
か
ぎ
ら
れ
ま

す
が
、
制
服
入
附
閣
総
会
掘
削
伸
、
は
な

〈
‘
制
服
入
し
て
い
な
い
期
間
で

も
通
算
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
ま

す。

'() 

@
通
算
対
象
期
間
開

村
公
的
年
金
約
庶
の
綴
入
期
間
間

的
問
図
お
滋
L
t
た
八
緩
め
年

食
品
胤
入
期
間
で
す
e

{

た
だ
し

…
創
期
的
例
外
が
あ
9
ま
す
。
)

ぬ
公
的
年
金
約
皮
総
入
期
間
以

外
的
紛
欄
間

ω間
関
長
年
金
以
外
的
公
約
年
金

に
知
加
入
し
て
い
る
人
的
関
偶
者

で
あ
る
級
制
問

譲事

川
刷
用
囲
気
年
余
以
外
的
公
的
年
金

か
ら
務
鈴
退
聡
年
金
‘
附
品
比
持
法

に
よ
る
窓
絡
を
受
け
ら
れ
る
人

抑
制
出
偶
様
で
あ
る
期
間

川W

州
州
内
総
昨
は
ま
た
は
、
戦
病

即
時
議
制
戦
没
翁
溺
終
世
帯
援
議
淡
か

ら
際
世
骨
務
年
金
を
受
け
ら
れ
る

入
お
よ
び
そ
の
人
的
奴
偶
者
で

み
る
期
間

川
開
俗
的
町
制
度
か
ら
殺
緩
和
小
金

を
受
け
ら
れ
る
糊
期
間
関

同
開
来
四
時
蛾
鴻
鼎
官
制
湖
町
す
家
怯
棋
倒
慌
崎
間
後

か
ら
附
閥
守
家
持
続
手
山
一
目
安
A
Z
け
ら

れ
る
棚
期
間
同

毎
月
第
一
・
務
付
一
一
・
車
問
明
日
に

世
市
役
所
市
災
ホ

i
ル
で
、
相
制
組
州

手
品
税
金
受
け
つ
け
て
い
ま
す
，

〈
補
間
後
年
会
議
) 勝

運月
十
墨
田

消
火
災
抽
出
火
災
救
(
寸
一
昨
吋

三
ト
分
台
公
開
民
館
前
広
場
)

。一年一
m
円
附
悶
・
五
日
u

率
制
柏
査
終
〈
ぬ
叫
鈴
子
駅
)

。
一
一
一
月
六
・
七
ド
十
i
十…一一日叫

学
校
、
築
業
所
、
旅
的
階
、
共

問
問
仲
出
窓
毛
危
険
紛
糾
貯
綴
所
'
泳

教
所
の
予
附
間
伐
脚
取
を
行
企
い
ま

す。。
…
二
月
八
・
九
日

防
火
管
液
晶
脅
資
格
付
与
総
醐
開

会
〈
悶
叫
立
輔
問
機
株
式
会
社
我
孫

子
ヱ
場
内
抽
搬
出
純
然
帥
開
会
総
)

機
火
災
予
防
狭
一
路
余
、
時
間
火
産

総
会
、
拙
問
時
附
州
制
組
制
な
ど
を
ご
教

胡
豆
町
中
々
は
端
問
時
間
本
部
予
防
Mmま

で
ご
巡
絡
下
さ
い
ロ
(
八
二

l

一
一
ご
七
〉

ま
た
機
場
や
学
校
で
は
拙
同
時
間

議
離
年
金
の

翼
活
騒
詰

お
早
め
に

制
ザ
舎
一
的
支
払
H
M

、
年
附
問
機
(

噛
淵
算
老
齢
年
金
uu
悠
二
回
)
余

臥
闘
機
械
・
制
抑
制
問
を
遜
と
て
行
な

っ
て
い
ま
す
。

受
給
者
向
液
状
を
確
認
し
て

年
金
の
占
先
制
軌
を
丙
滑
に
す
る
た

め
、
閣
制
成
年
金
受
給
殺
に
、
耳
鳴

拙
品
開
祖
師
緩
山
山
を
お
騒
い
し
て
い

ま
す
a

瑚
判
部
品
開
輔
の
縄
出
闘
を
お
忘
れ
の

ぢ
は
、
お
学
問
問
に
お
出
し
下
事

〈
擦
問
時
年
金
調
師
)

特
例
総
合
点
検

L
計
十
閥
均
後
施
や

そ
れ
ぞ
れ
の
総
務
に
お
け
る
鼠

主
防
火
針
制
闘
を
立
て
て
火
災
湾

内
泌
総
務
鎌
・
初
制
潮
崎
明
火
・
遊

縁
談
線
h
u
ど
を
般
党
総
し
て
、
ニ

の
噌
鳴
動
的
効
岡
市
が
十
分
あ
が
る

よ
う
ど
協
力
を
告
側
明
い
い
た
し

ま
す
。防

火
締
総
理
者

資
輪
講
習
会

もう〈丹返すまい、こ的惨著書。

曹
司
抽
吋
}
一
一
月
八
・
九
円
符
同
二
日
開
問
。

や
的
附
九
時
吋
か
ら
午
後
四
時
三
十

分
ま
で
。

軍
議
所
設
立
幽
刷
機
数
災
会
社
我
孫
子

工
場
出
門
総
機
係
情
交
官
帥
附
綴
ゑ

ぜ
線
接
受
付
期
間

一
一
月
十
八
日
か
ら
一
一
月
一
…
十

二
お
ま
で
消
防
出
本
総
予
防
問
何
聞
に

で
行
な
い
ま
す
。

受
講
胤
庶
務
そ
の
悠
に
つ
い
て

詳
し
〈
は
、
電
体
同
〈
八
一
一
)
二

φ

一
一
七
ま
で
お
議
ね
下
き
い
。

叫
別
会
で
捻
釜
き
れ
る
こ
と
に
在

っ
て
い
ま
し
た
~
が
、
金
田
閥
的
に

狭
酷
抑
を
受
け
て
い
な
い
カ
が
多

い
た
め
弓
二
月
二
十
日
ま
で
浴

時
間
本
畿
で
受
付
け
る
こ
と
に
主

り
ま
し
た
。

詳
絡
に
つ
い
て
は
消
防
本
務

油
消
防
係
、
帯
地
議
(
八
…
ご
七
一
一
一

…
ユ
ハ
〉
仁
、
お
問
問
い
合
わ
せ
F
M
n
u

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
の
雛
覧

。
幽
融
業
緩
腕
民
会
委
員
選
挙
人
名

捕
時
的
縦
覧
を
次
的
止
お
り
行

な
い
ま
す
6

。
期
限
一
一
月
二
十
一
一
…
院
か
ら

一
一
一
月
九
日
ま
で

。
場
所
校
時
知
子
市
役
記
同
市
内

選
挙
管
寝
泊
官
閥
閥
会

明
間
品
仙
波
説
明
'
布
佐
支

〆マ事r

終
燃
は
午
品
開
八
時
吋
…
3
L
γ

分
か

ら
午
抽
出
短
時
間
関
十
五
分
ま
で
〈

土
、
日
務
付
幻
を
含
む
〉
で
す
e

こ
的
名
簿
同
体
何
阿
付
…

8
現
慌

で
官
官
品
片
的
問
点
制
的
中
請
に
恭
き
総

帥
躍
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
選
挙
人
名
簿
は
追
加
澄

録
制
院
が
島
り
ま
せ
ん
e

後
絡

品
骨
川
同
市
日
分
丹
氏
名
が
後
叫
持
さ
れ

て
い
る
か
ど
う
か
緩
か
め
て
お

い
て
下
患
い
。

名
簿
は
コ
一
同
月
公
十
一

uu
確
定

し
ま
す
。

願
舗
に
の
び
る
覇
業

高
機
嫌
競
計
の
轄
果
か
ら

緩
和
総
十
九
年
近
月
二
吋
判
明

骨
慌
で
行
な
わ
れ
た
湘
開
業
技
弘
訓
練

宏
司
絡
惜
別
〈
市
後
由
討
の
集
計
に

よ
晶
〉

H
H

次
の
と
お
れ
ソ
で
す
梧

繁
一
図
的
と
お
り
、
今
出
問
内

総
窪
に
叫
間
取
し
死
傷
し
た
~
繁
務
盗
期
間
総
数
は
九
百
十
台
作
柄
小
、

時
間
際
関
門
等
へ
の
公
務
災
謀
総
償
し
た
が
、
そ
の
出
円
欽
N
M
法
人
縄
問

に
つ
い
て
は
、
紛
溌
従
事
者
挟
出
納
百
七
十
八
街
、
億
人
街
成
f
謀

総
令
A
V
+
+
や
争
や
や
+
争
争
L
7
A
V
令
争
争
+
+
ム
マ
+
争
争
+
争
ム
で
や
や
や
争
+
+
令
一
A
ヤ
令
ム
マ
+
令
争
A
V
+

畑

、

市

巾

の

を

暴

議

位

、

開

刷

潟

に

相

判

張

子

鴻

奴

和

進

み

、

附

噌

制

和

附

間

十

九

年

十

一

一

月

千

淡

緩

行

・

東

海

銀

行

・

千

日

門

家

夜

中

執

六

六

%

の

緑

及

率

と

な

幾

剛

容

常

一

銀

行

・

杭

葬

儀

用

金

暗

号

ま

し

た

。

漆

・

成

制

間

後

納

金

塚

・

太

開

問

恥

今

ま

で

は

、

水

滋

創

作

品

澗

を

ロ

持

叫

抑

制

組

行

場

間

関

東

州

間

行

・

常

件

後

後

替

、

銭

円

去

、

時

蓄

な

ど

開

閉

鎖

一

ヤ

品

科

目

撃

農

協

ι中

に

よ

っ

て

抽

納

入

し

て

い

た

行

い

滋

北

地

紋

中

て

お

号

ま

し

た

が

、

酬

明

籾

蕊

ナ

チ

融

機

相

互

組

組

行

、

湖

北

幾

協

制

年

制

問

H

月
一
日
か
ち
泳
、
原
則
問
と
布
佐
治
区

糾

し

て

口

媛

髪

結

制

に

3

4
子
。
篭
ケ
誉
回
照
会
揮
・
和
室
融

中

門

M

州
地
組
問
替
の
で
品
な
い
方
は
州
糊

恥

制

付

金

援

込

み

銀

総

を

お

お

く

れ

ソ

そ

町

地

料

し

ま

す

ま

¥

金

一

燥

機

関

へ

抽

約

千

畿

銀

行

均

一

劉

喜

ヤ

空

間

中

入

し

て

下

さ

い

。

畑

出

岡

市

金

康

郎

際

交

筋

・

千

幾

恥

口

座

『

慌

問

答

め

申

込

み

は

、

市

相

官

札

印

印

際

交

腐

・

子

築

制

棋

院

竹

村

肉

食

臓

機

剛

開

お

よ

び

蜘

室

内

然

一

が

品

畑

中

文

様

・

千

築

銀

行

総

回

制

的

問

中

m
柄
数
っ
て
い
ま
す
。
支
出
拍
'
穣
宏
銀
行
橋
支
出
椙

ゆ

@

口

座

間

関

縁

取

扱

い

金

融

問

機

燃

(

水

滋

側

部

)

4JJl日語、ら
水道鵜金iま
時騒騒替に

繋
隣
国
員
の

公
務
災
害
に

補
償
を

百
問
問
十
八
街
、
飲
食
綴
滋
九
十

…
出
納
と
、
相
間
人
謝
開
市
唱
が
全
体
的

六
輔
副
縫
〈
を
よ
口
め
て
い
ま
す
の

ま
だ
、
第
二
問
問
、
輸
梢
…

z密
の

的
と
お
号
叫
例
制
闘
機
盗
(
閥
十
台

笈
汚
…
自
由
《
胡
地
)
主
化
絞
す
る

と
、
期
間
宿
数
件
同
十
一
品
%
(
百
六

世
柚
)
港
、
従
業
委
数
は
九
%

(
叫
…
叩
随
一
品
十
五
人
)
滋
と
な
勺
て

お
り
、
年
開
問
問
帆
党
総
で
は
五
十

級事事491事織機統計溺3霊童書祭{害事1図)

刊
号
主
主
主
主
主
主
主
主
宰
意
主
主
主
宰
ぷ
主
主
主
主
主

d

uy

入
札
品
物
納
す
る
方
は
‘
次
的

-
E

州

市

宮

、

と

お

号

競

争

入

札

参

加

申

存

続

抑

制

お

け

明

ひ

ど

申

請

帰

齢

者

捻

出

し

て

一

わ

き

い

ふ

λ
口

議

曽

野

主

曹

鯵

切

銭

二

月

二

十

八

日

映

…

日

羽

川

品

Z

芸
品
一
付
一
場
筋
議
役
所
総
務

λ
h

w
w
物

雲

議

室

係

W
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滅
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快
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開
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山

事

〈

工

事

お
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…

剃
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市
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計

一

室

)

と

物

ふ

と

は

‘

明

州

4
4・・6

判
明
血
聞
で
同
提
出
関
し
て
下
き
い
。
山
抑

制

お

加

問

い

合

せ

は

、

防

絞

議

剤

一
昨
一
階
拘
和
五
十
年
安
易
係
予
管
財
同
時
(
八
一
…
〉
二
蕊
一
一
一
…

附
市
が
発
技
寸
る
工
事
‘
資
材
内
線
二
円
U

九

ま

で

榊

，

一

日

お

よ

が

物

問

的

等

の

総

入

ぷ

、

(

財

政

懇

)

格

%
(
五
十
九
縫
六
千
三
百
十
一
一
一
式
肉
食
制
械
化
世
帯
、
師
国
々
的
簡
で

万
m
門
〉
揃
明
と
開
閉
当
な
抽
押
び
を
み
線
機
を
色
描
犠
〈
受
け
よ
う
と
し

サ

て

い

ま

す

。

て

い

ま

す
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今

閥

的

調

殺

で

は

.

本
市
川
川
、
昔
日
朝
鮮
園
出
波
節
制
附
お
そ
う
し
た
質
的
な
変
緩
を
み
る

と
し
て
、
人
口
円
減
で
も
周
開
聞
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
数
字

丹
波
境
問
阪
で
も
急
滋
な
変
湖
端
的
町
な
麗
で
み
る
限
り
、
本
市
の

を
余
儀
者
〈
き
れ
て
い
ま
す
務
出
関
骨
棋
は
今
後
と
も
か
官
後
し
た
伸

と
の
中
に
あ
っ
て
、
商
業
も
び
が
矛
怨
さ
れ
ま
す
。

問
問
売
商
品
的
多
様
化
、
相
帆
先
方

とこJi揺1密費支
堅忍従業者数(人}
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時M
附
明
市
市
制
限
的
方
々
が
採
っ
市

政
へ
的
援
制
鳳
・
撤
回
繍
開
・
4

駄目路な

ど
を
検
出
掛
的
問
に
蝿
払
掘
惜
し
、
有
効

漆
切
な
簿
登
を
一
行
な
、
ヲ
と
と
も

に
市
設
に
一
足
時
吹
き
せ
る
た
め
、

山
山
門
ハ
》

総件数段 89件
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護士
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一
月
三
寸
日
、
豊
田
市
で
起

こ
っ
た
予
紡
按
極
的
事
故
に
よ

っ
て
、
二
月
か
ら
行
な
う
予
定

で
し
た
三
種
混
合
的
議
問
機
縁

は
、
点
一
一
分
的
潟
、
中
此
す
品
物

と
に
な
り
ま
し
た
匂
〈山附帥階欄附ザ

議

23 23 
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ザ
リ
ド
マ
イ
ド

被
饗
者
に
補
償
・
を

サ
リ

γ
?
イ
ド
剤
の
服
用
で

被
害
を
受
汁
た
方
の
う
ち
、
訴

訟
し
な
か
っ
た
方
は
、
昭
和
五

ト
年
一
汚
か
ら
、
抽
出
依
簿
ポ
が

で
き
る
よ
う
に
合
リ
ま
し
た
。

市
申
し
出
出
を
品
暗
殺
寸
る
方
は
、

伊
一
料
月
二
十
円
防
ま
で
に
、
柏
畑
m
m附問

一
昨
へ
市
申
込
ん
や
、
下
さ
い
。

{
M
m出陣掛問所〉

市
出
滋
に
さ
よ
う
な
ら

「
品
織
の
縫
燦

フ
ァ
ミ
リ
ー
大
会
」

市
出
掛
問
丹
予
時
間
教
育
の
い
つ
か

ん
と
し
て
、
次
め
と
お
り
「
歯

師
健
康
フ
ァ
ミ
リ
ー
大
会
し
を

行
な
い
ま
す
.

品
開
丹
叫
す
紛
が
援
も
大
切
な
奴

嬬
瑚
的
方
、
一
ゑ
a

中
ハ
品
減
免
と
そ
の

お
か
も
舟
事
ん
は
、
ぜ
H
V

琳
伊
知
則
し

て
下
さ
い
。

均
一
銭
裟
内
開
閉
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ニ
れ
を
今
後
円
参
考
に
し
て

碗
る
く
住
み
よ
い
街
づ
〈
り
に
、

は
げ
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま

す。

会

、

の

曲

崎

公
務
パ
ト
旬
ル
に
つ
い
て

小
'
ゆ
邪
推
肉
親
紙
日
つ
い
て

綴
瞥
機
的
数
僚
に
つ
い
て

交
番
時
設
相
棋
に
つ
い
て

ゴ
ミ
的
戦
柴
に
つ
い
て
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立
幼
蟻
醗
様
前
向
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に
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い
て

公
開
閥
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管
護
に
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い
て

交
遇
制
現
制
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に
つ
い
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道
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遂
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滋
閥
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禁
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滋
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際
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レ
ン
ト
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時
的
レ
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ゲ
ン
品
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を
を
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也
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ま
す
。

ま
だ
戸
地
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に
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擦
が
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ま

す
の
で
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希
撃
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方
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ま
で
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で
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課
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込
み
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。
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榊
地
縮
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幸
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寒
さ
に
葉
山
り
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新
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
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春
恒
例
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マ
ラ
ソ
ン
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五
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目
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え
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十
六
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に
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納
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ま
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…

i

一
一
七
!
一
忍
〉
か
ら
綴
殺
に

と
十
万
倒
的
好
品
刊
が
あ
号
ま

し
た
。
有
効
に
終
わ
せ
て
い

た
だ
事
ま
す
。

wv
株
式
会
社
綴
谷
川
工
組
盟
療
〈
叫
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わ
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仲
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縫
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潟
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て
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に

間
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事
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十
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三
月
卒
業
晃
込
み
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む
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び
回
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等
同
学
カ
を
有
す

る
索
。

一
月
一
ぷ
日
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ら
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汚
む
お
ま
T
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蝉

v
紋
鵬
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制
時
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酬
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双
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岬
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が
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台
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縫
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募集します合

希望者i主人事緩までお取込み下がい。
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パ
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l
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市
政
公
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パ
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嘘
札
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そ
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来
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融
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着
し
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排
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整
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多
く
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街
灯
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設
置
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中小金意義的今線的運薬会護主義喜す
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中小金銭念的7;.品、どしどし
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マ
ヒ
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時

制
慨
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に
な
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い
ま
し

た
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村
総
ぴ

t
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桝
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総
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だ
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ま
す
。

ま
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児
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・
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ま
し
た
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で
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